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平成26年

11月1日（土）から3日間、中部国際空港でゆるキャラ グランプリ決選投
票が行われました。地空人くんも開催地の地元小学生とパレードを行い、
会場を盛り上げました。
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● トピック
　　名古屋大学大学院環境学研究科と連携・協力協定を締結しました 

● 町政あんない
　　平成27年4月採用予定の職員を募集します
　　12月3日は県内一斉エコ通勤デーです
　　成人おめでとう1月4日成人式を開催します
　　介護保険制度どう変わる？

● 特集
　　人事行政の運営状況を公表します 

● 情報コーナー
　　県営名古屋空港の駐車場料金が変わります
　　放送大学が4月生を募集します

豊山町マスコット
キャラクター

地空人くん

応援ありがとうございま
した。これからもよろしく
お願いします。

ち く う じ ん



広報とよやま平成26年12月号

トピック�2

　
現
在
、国
産
小
型
ジ
ェ
ッ
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ︵
三
菱
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
︶の
生
産
や
、

県
営
名
古
屋
空
港
の
利
用
者
の
増
加
に
よ
り
、本
町
に
足
を
運
ん
で
頂
い
て
い
る
方
は
確
実
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
本
町
の
受
け
入
れ
体
制
、例
え
ば
バ
ス
路
線
網
の
再
編
や
、道
路
渋
滞
・
交
通
安

全
の
問
題
は
喫
緊
の
課
題
で
す
。ま
た
、航
空
宇
宙
産
業
を
核
と
し
た
本
町
の
個
性
や
魅
力
を

最
大
限
に
活
か
す
施
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
、こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
と
連
携
・

協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。今
月
号
で
は
、そ
の
協
定
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

ト
ピ
ッ
ク

名古屋大学大学院環境学研究科と

連携・協力協定

を締結しました

名古屋大学大学院環境学研究科と

連携・協力協定

を締結しました

名古屋大学大学院環境学研究科と

連携・協力協定

を締結しました

名古屋大学との主な
連携・協力分野

名古屋大学との主な
連携・協力分野

○地球環境、都市・交通環境

　等の社会環境に関する行政

　施策

○教育、歴史、文化、自然を

　活用した学術研究活動

○相互の人材育成

　
十
月
三
十
一
日 
金
 Ὶ
役
場
に
お
い
て
Ὶ

名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
と
‎
連

携
・
協
力
に
関
す
る
協
定
‏
を
締
結
し
ま

し
た
Ί

　
こ
の
協
定

に
よ
り
Ὶ
本

町
は
Ὶ
名
古

屋
大
学
の
研

究
実
績
や
人

材
を
環
境
を

は
じ
め
と
す

る
様
々
な
分

野
に
お
け
る

行
政
施
策
で

活
用
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ί

本
町
の
公
共
交
通
施
策
の
中
心
と
な
る
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
は
Ὶ
名
古
屋
大

学
大
学
院
環
境
学
研
究
科
と
の
協
働
に
よ

り
Ὶ
現
在
策
定
中
で
す
Ί

　
名
古
屋
大
学
も
一
層
研
究
領
域
を
広
げ
Ὶ

教
職
員
や
学
生
の
視
野
を
拡
大
し
Ὶ
行
政

の
現
場
と
の
接
点
を
強
化
す
る
こ
と
が
可

能
に
な
り
ま
す
Ί
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域
で
Ὶ

施
策
を
す
ぐ
に
反
映
で
き
る
本
町
は
研
究
を

す
す
め
や
す
い
環
境
と
い
え
ま
す
Ί

　
調
印
式
に
お
い
て
Ὶ
鈴
木
町
長
は
‎
最
近

は
Ὶ
明
る
い
話
題
が
多
い
Ί
特
に
Ὶ
名
古
屋

空
港
周
辺
地
域
は
ア
ジ
ア
Ｎ
ｏ.
１
航
空
宇

宙
産
業
ク
ラ
ス
タ
ῴ
形
成
特
区
に
指
定
さ
れ
Ὶ

国
産
初
の
小
型
ジ
炻
兊
ト
旅
客
機
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の

最
終
組
立
て
は
Ὶ
本
町
に
お
い
て
行
わ
れ
て

い
る
Ί
こ
れ
を
町
の
飛
躍
的
発
展
の
礎
と
し
Ὶ

総
合
計
画
に
定
め
る
町
の
将
来
像
‐
に
ぎ
わ

い
と
や
す
ら
ぎ
の
ア
ῴ
バ
ン
ビ
レ
兊
ジ
‑
を

よ
り
高
い
次
元
で
実
現
す
る

た
め
Ὶ
是
非
と
も
知
恵
を
お

貸
し
い
た
だ
き
た
い
‏
と
述

べ
ま
し
た
Ί

　
名
古
屋
大
学
大
学
院
環
境

学
研
究
科
の
久
野
科
長
は
‎
豊

山
町
は
最
新
の
航
空
宇
宙
産

業
が
集
積
し
て
い
る
一
方
Ὶ

魅
力
あ
る
豊
か
な
緑
も
多
く

残
ℕ
て
い
る
Ί
大
学
も
一
般

市
民
と
対
話
を
し
て
Ὶ
地
域

と
と
も
に
発
展
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
Ί
豊
山
町
の
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
一
緒
に
悩
み
Ὶ
解
決
し
て
い
き
た
い
‏

と
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
Ί

　
本
町
で
は
Ὶ
愛
知
学
泉
大
学
と
も
連
携

協
定
を
締
結
し
て
お
り
Ὶ
今
回
の
協
定
を

通
し
て
Ὶ
さ
ら
な
る
官
学
連
携
の
強
化
を

図
り
ま
す
Ί

連携・協力に関する協定書
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町政あんない3

町

政

あ

ん

な

い

第
36
回
豊
山
町
表
彰

大
口
耕
造
さ
ん
と

小
塚
　
肇
さ
ん
を
表
彰

　
十
月
二
十
日
 
月
 
社
会
教
育
セ
ン
タ

ῴ
・
ホ
ῴ
ル
に
お
い
て
第
三
十
六
回
豊
山

町
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
Ί

　
長
年
Ὶ
消
防
行
政
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

た
大
口
耕
造

さ
ん
と
教
育

行
政
の
推
進

に
貢
献
さ
れ

た
小
塚
肇
さ

ん
の
功
績
を

た
た
え
Ὶ
表

彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
ま

し
た
Ί

○印は業務実施●年末年始の一般ごみ収集・し尿汲取りなどの事業日

12/15
(月)

16
(火)

17
(水)

18
(木)

19
(金)

20
(土)

21
(日)

22
(月)

23
(火)

24
(水)

25
(木)

26
(金)

27
(土)

28
(日)

29
(月)

ご
　
み
　
収
　
集

可
燃

不
燃

第 1
地区

第 2
地区

第 1
地区

第 2
地区

第 1
地区

第 2
地区

とき
区分

◎缶・ビン・紙パッ
ク・ペットボトル・
食品トレー・容器
包装プラスチック
◎紙資源

し　　　尿
汲　取　り

30
(火)

リサイクルステーション
資 源 収 集

12月中旬以降の申込みは、状況によって年明けの収集になることもあります。
粗 大 ご み
収　　　集

動 物 死 体
受　　　付

12月31日（水）正午まで、1月は４日（日）から受付します。

31
(水)

1/1
(木)

2
(金)

3
(土)

4
(日)

5
(月)

1月6日
から

1月5日
から

1月15日
から

1月7日
から

1月8日
から

1月14日
から

1月5日
から

年末年始のごみ収集等のお知らせ
　年末年始の休業に伴い、ごみ収集や犬・猫の引取りなどの業務が下表のとおりになります。
　粗大ごみの収集は、年末は申込みが多くなり、年明けになってしまうことがあります。年内の収集を
希望される場合は、お早めに申し込みください。　問合せ　建設課環境・安全係　☎28・0916▼

地
空
人
く
ん
へ
の
応
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

左　大口耕造さん　右　小塚　肇さん

1月9日
から

紙
資
源

　
十
一
月
一
日 
土
 か
ら
三
日
間
Ὶ
中
部
国

際
空
港
で
ゆ
る
キ
夋
ラ

○

グ
ラ
ン
プ
リ
決
選

投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
Ί

　
九
月
二
日 
火
 

か
ら
十
月
二
十
日

 
月
 ま
で
行
わ
れ

た
イ
ン
タ
ῴ
ネ
兊

ト
投
票
も
合
わ
せ

て
た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
い
た
だ
き
ま
し

た
Ί
最
終
結
果
は
Ὶ
エ
ン
ト
リ
ῴ
約
千
七
百

体
中
五
百
六
十
一
位
で
し
た
Ί

　
こ
れ
か
ら
も
Ὶ
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
地

空
人
く
ん
が
本
町
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
Ί

引
き
続
き
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係
　

Ԡ
28
・
０
９
１
３

平成26年度職員採用試験
　平成27年4月採用予定の職員を次の
とおり募集します。

募集職種
募集人数

事務職

平成27年1月10日（土）
教養試験・事務適性検査・作文試験

平成27年2月中旬
面接試験

平成27年1月29日（木）
平成27年2月下旬

総務課総務・防災係　☎28･0395

3人程度

受験資格

試験日・
試験内容

第1次試験

第2次試験

提出書類

申込み

合格発表
第1次試験
第2次試験

試験案内・
試験申込書
の配布

問合せ

　昭和60年4月2日以降に生まれた方で、学校
教育法による短期大学以上を卒業した方、ま
たは平成27年3月末までに卒業見込みの方

　12月12日（金）までに役場3階10番窓口総
務課に持参または郵送してください。郵送の
場合は12月12日（金）までの消印有効です。
提出・郵送先：〒480-0292（住所記載不要）
　　　　　　豊山町総務課総務・防災係

　試験案内と試験申込書は、町のホームペー
ジからダウンロードできます。また、窓口で
も配布します。
　なお、郵送を希望する場合は、返信用封筒（Ａ
４判が入る大きさの封筒に住所、氏名、郵便
番号を明記し、120円切手を貼ったもの）を同
封のうえ請求してください。

・試験申込書
・最終学歴卒業証明書、または最終学歴卒業
　見込証明書　※発行３か月以内のもの
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町政あんない�4

町

政

あ

ん

な

い

　
紙
お
む
つ
や
尿
取
り
パ
兊
ド
が
必
要
な
要

介
護
者
を
自
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
Ὶ
介

護
用
品
購
入
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
Ί

　
町
か
ら
助
成
が
受
け
ら
れ
る
事
業
者
を
追

加
し
ま
し
た
Ί

▼
新
し
い
事
業
者
　
株
式
会
社
ビ
ῴ
・
ア
ン

ド
・
デ
鍈
ῴ
　
ヨ
シ
ヅ
ヤ
豊
山
テ
ラ
ス
店
▼

問
合
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
係
　
Ԡ
28

・
０
１
０
０

　
十
二
月
四
日
か
ら
Ὶ
世
界
人
権
宣
言
採
択

を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
た
人
権
デ
ῴ
で
あ
る

十
二
月
十
日
ま
で
は
Ὶ
人
権
週
間
で
す
Ί
‎
み

ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
‏
‎
考
え
よ
う

相
手
の
気
持
ち
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
‏

を
啓
発
活
動
重
点
目
標
と
し
Ὶ
人
権
活
動
を

推
進
し
ま
す
Ί

こ
の
機
会
に
Ὶ
差
別
や
偏
見
の
な
い
明
る

い
社
会
を
築
く
た
め
に
Ὶ
改
め
て
人
権
に
つ

い
て
考
え
て
く
だ
さ
い
Ί

本
町
で
は
二
人
の
人
権
擁
護
委
員
が
Ὶ
身

近
な
人
権
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
Ί

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ί

　
豊
山
町
人
権
擁
護
委
員
 
敬
称
略
 

・
西
脇
　
和
子

・
小
出
　
正
文

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
２

　
エ
コ
通
勤
と
は
Ὶ
自
動
車
通
勤
を
控
え
Ὶ

よ
り
環
境
負
荷
の
少
な
い
公
共
交
通
や
自
転

車
Ὶ
徒
歩
な
ど
で
通
勤
す
る
こ
と
で
す
Ί
交

通
渋
滞
の
緩
和
や
通
勤
者
の
健
康
増
進
と
い

ℕ
た
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
Ί

　
十
二
月
三
日
 
水
 
は
県
内
一
斉
エ
コ
通

勤
デ
ῴ
で
す
Ί
本
町
内
で
も
Ὶ
と
よ
や
ま
タ

ウ
ン
バ
ス
を
は
じ
め
と
し
た
路
線
バ
ス
が
運

行
し
て
い
ま
す
Ί
自
動
車
の
使
い
方
を
見
直

し
Ὶ
と
よ
や
ま
タ
ウ
ン
バ
ス
の
利
用
を
は
じ

め
と
し
た
エ
コ
通
勤
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係
　

Ԡ
28
・
０
９
１
３

　
公
的
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
た
め
Ὶ
児

童
扶
養
手
当
の
対
象
と
な
ら
な
か
ℕ
た
方
も
Ὶ

十
二
月
一
日
以
降
は
Ὶ
申
請
者
や
児
童
が
受

け
取
る
公
的
年
金
給
付
等
の
額
が
児
童
扶
養

手
当
額
よ
り
も
低
い
場
合
Ὶ
そ
の
差
額
分
の

手
当
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
Ί

　
手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
Ὶ
申
請
が
必
要

で
す
Ί
詳
細
に
つ
い
て
は
Ὶ
年
金
の
金
額
が

分
か
る
書
類
を
お
持
ち
い
た
だ
き
Ὶ
役
場
一

階
三
番
窓
口
福
祉
課
に
お
越
し
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
2

　
臨
時
福
祉
給
付
金
Ὶ
子
育
て
世
帯
臨
時
特

例
給
付
金
や
子
育
て
支
援
減
税
手
当
の
受
付

期
間
は
Ὶ
平
成
二
十
七
年
一
月
五
日
 
月
 

ま
で
で
す
Ί

　
ま
だ
Ὶ
申
請
の
お
済
み
で
な
い
方
は
Ὶ
早

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
2

臨
時
福
祉
給
付
金
な
ど
の

申
請
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

家
族
介
護
用
品
助
成
の

事
業
者
を
追
加
し
ま
し
た

児
童
扶
養
手
当
の
対
象
者
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

 
恒
例
の
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ῴ
ト
を
開
催

し
ま
す
Ί

︻
青
山
保
育
園
︼

▼
と
　
き
　
十
二
月
二
十
二
日 
月
 午
前
十

時
Ό
午
前
十
一
時
▼
対
　
象
　
未
就
園
児
親

子
Ὶ
六
十
歳
以
上
の
方
▼
出
　
演
　
田
口
美

郷 
パ
ῴ
カ
兊
シ
奣
ン
奏
者
 他
▼
問
合
せ
　

さ
ざ
ん
か
児
童
館
　
Ԡ
28
・
2
0
8
8

︻
し
い
の
木
児
童
セ
ン
タ
ー
︼

▼
と
　
き
　
十
二
月
二
十
二
日 
月
 午
後
一

時
三
十
分
Ό
午
後
二
時
三
十
分
▼
対
　
象
小

学
生
Ὶ
六
十
歳
以
上
の
方
▼
出
　
演
　
コ
ン

サ
ῴ
ト
グ
ル
ῴ
プ‎
花
の
詩
▼‏
問
合
せ
　
し

い
の
木
児
童
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
39
・
0
1
1
4

県
内
一
斉

エ
コ
通
勤
デ
ー
で
す

12/3

人
権
週
間
で
す

12/4〜10

　
冬
に
な
る
と
空
気
が
乾
燥
し
Ὶ
暖
房
器
具

や
火
気
を
使
用
す
る
機
会
が
増
え
る
こ
と
か

ら
Ὶ
火
災
の
発
生
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
り

ま
す
Ί

消
防
団
で
は
Ὶ
町
民
の
方
々
が
安
全
で
安

心
な
年
末
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
Ὶ

年
末
の
パ
ト
ロ
ῴ
ル
を
行
い
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月
二
十
八
日 
日
 Ό
三
十

日 
火
 　
午
後
九
時
Ό
午
後
十
一
時
▼
と
こ

ろ
　
豊
山
町
全
域
▼
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・

防
災
係
　
Ԡ
28
・
6
0
0
3

年
末
夜
警
を
行
い
ま
す

12/28〜30

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
ま
す

12/22

気
軽
に
楽
し
め
る
昼
の

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す

12/10
　
豊
山
グ
ラ
ン
ド
が
改
修
工
事
中
の
た
め
Ὶ

豊
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
の
ナ
イ
タ
ῴ
利
用
期

間
を
十
二
月
か
ら
平
成
二
十
七
年
三
月
ま
で

延
長
し
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
　
Ԡ
28
・

５
３
３
５

豊
山
中
学
校
グ
ラ
ン
ド
の

ナ
イ
タ
ー
利
用
を
期
間
延
長
し
ま
す

　
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ῴ

ト
を
開
催
し
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月

十
日
 
水
 
午
後
零

時
十
五
分
Ό
午
後
一

時
▼
と
こ
ろ
　
社
会

教
育
セ
ン
タ
ῴ
二
階

ホ
ワ
イ
エ
▼
問
合
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学

習
係
　
Ԡ
28
・
０
３
９
６
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固
定
資
産
税
は
Ὶ
毎
年
一
月
一
日
現
在
の

状
況
に
基
づ
い
て
課
税
を
し
て
い
ま
す
Ί

　
年
の
途
中
で
取
り
壊
し
た
家
屋
は
Ὶ
正
し

く
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
Ὶ
翌
年
度

か
ら
課
税
し
ま
せ
ん
Ί
ま
た
Ὶ
年
の
途
中
で

名
義
変
更
さ
れ
た
場
合
は
Ὶ
翌
年
度
か
ら
新

し
い
名
義
人
に
課
税
し
ま
す
Ί

　
な
お
Ὶ
家
を
建
て
ら
れ
た
と
き
は
Ὶ
建

物
の
表
題
登
記
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
Ί
未
登
記
の
家
屋
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
は
Ὶ
法
務
局
で
手
続
き
を
行
ℕ
て
く
だ

さ
い
Ί

●
登
記
済
家
屋
の
取
り
壊
し

　
取
り
壊
し
た
年
の
内
に
法
務
局
へ
滅
失
登

記
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
Ὶ
町
へ
の
届
出

は
不
要
に
な
り
ま
す
Ί

　
年
末
の
取
り
壊
し
な
ど
で
Ὶ
法
務
局
へ
の

滅
失
登
記
が
年
を
越
し
て
し
ま
う
場
合
は
Ὶ

年
内
に
町
へ
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

●
未
登
記
家
屋
の
取
り
壊
し

　
取
り
壊
し
後
Ὶ
速
や
か
に
町
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
Ί

●
登
記
済
家
屋
の
名
義
変
更

　
名
義
変
更
が
あ
ℕ
た
年
の
内
に
法
務
局

へ
所
有
権
移
転
登
記
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
Ὶ町
へ
の
届
出
は
不
要
に
な
り
ま
す
Ί

●
未
登
記
家
屋
の
名
義
変
更

　
名
義
変
更
後
Ὶ
速
や
か
に
町
へ
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
Ί
そ
の
年
の
内
に
届
出
さ
れ
な

か
ℕ
た
場
合
は
Ὶ
翌
年
度
も
旧
名
義
人
へ
課

税
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
Ί

●
届
出
方
法
　

　
役
場
一
階
四
番
窓
口
税
務
課
に
届
出
書
を

用
意
し
て
あ
り
ま
す
Ί
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
い
た
だ
き
Ὶ
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
税
務
課
課
税
係
　
Ԡ
28
・
２
４

３
４

　
元
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
選
手
を
講
師
に
招

い
て
Ὶ
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月
十
四
日
 
日
 
午
前
九

時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
豊
山
中
学
校
運
動
場

 
雨
天
時
は
豊
山
中
学
校
体
育
館
と
柔
剣
道

場
 
▼
後
　
援
　
中
日
新
聞
社
・
加
藤
新
聞

店
・
野
原
新
聞
店
▼
対
　
象
　
町
内
在
住
の

小
中
学
生
▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
　
Ԡ
28
・
０
３
９
６

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
Ὶ
選
挙
の
際
に

臨
時
職
員
と
し
て
投
票
事
務
な
ど
に
携
わ
ℕ

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ί
あ

ら
か
じ
め
登
録
さ
せ
て
い
た
だ
き
Ὶ
選
挙
の

際
に
選
考
の
上
Ὶ
雇
用
し
ま
す
Ί

ご
希
望
の
方
は
Ὶ
役
場
三
階
十
番
窓
口
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 
総
務
課
総
務
・
防

災
係
内
 
に
登
録
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
勤
務
時
間
・
賃
金

１
　
期
日
前
投
票

︻
平
日
︼

ϱ
午
前
八
時
三
十
分
Ό
午
後
五
時

時
給
千
百
円

ϲ
午
後
五
時
Ό
午
後
八
時

時
給
千
二
百
五
十
円

︻
土
日
祝
日
︼

午
前
八
時
三
十
分
Ό
午
後
八
時

時
給
千
二
百
五
十
円

２
　
投
票
日
当
日

ϱ
午
前
六
時
三
十
分
Ό
午
後
八
時
三
十
分

時
給
千
百
円

ϲ
午
後
九
時
Ό
午
前
零
時
頃

時
給
千
二
百
五
十
円

※
い
ず
れ
も
交
通
費
は
支
給
し
ま
せ
ん
Ί

▼
応
募
資
格
　
満
二
十
歳
以
上
の
方
▼
業
務

内
容
　
受
付
Ὶ
名
簿
対
照
な
ど
▼
提
出
書
類

市
販
の
履
歴
書
▼
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局 
総
務
課
総
務
・
防
災
係
 　
Ԡ
28

・
６
０
０
３

少
年
野
球
教
室
を

開
催
し
ま
す

選
挙
事
務
臨
時
職
員

登
録
者
を
募
集
し
ま
す

愛
知
駅
伝
に
参
加
し
ま
す

成
人
お
め
で
と
う

一
月
四
日
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

　
新
成
人
の
対
象
と
な
る
方
に
は
Ὶ
十
二
月

初
旬
に
詳
細
を
は
が
き
で
ご
案
内
し
ま
す
Ί

は
が
き
が
届
か
な
い
場
合
は
生
涯
学
習
課
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
Ί

　
ま
た
Ὶ
現
在
は
町
外
在
住
で
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
Ὶ
必
ず
事
前
に
生
涯
学
習
課
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
と
　
き
　
平
成
二
十
七
年
一
月
四
日
 
日
 

午
前
十
時
三
十
分
Ό
 
受
付
は
三
十
分
前
か

ら
 
▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
・
ホ

ῴ
ル
▼
対
象
者
　
平
成
六
年
四
月
二
日
Ό
平

成
七
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
▼
問
合
せ
　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
Ԡ
28
・
０

3
9
6

　
第
九
回
愛
知
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
に
本
町
が
参
加
し
ま
す
Ί
当
日
は
テ
レ
ビ

中
継
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
Ὶ
ぜ
ひ
応

援
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月
六
日
 
土
 
午
後
零
時

二
十
分
〜
▼
と
こ
ろ
　
愛
・
地
球
博
記
念
公

園
▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　

Ԡ
28
・
０
３
９
６

▼

家
屋
を
取
り
壊
し
た
場
合
な
ど
は

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い

　浸水被害防止を図るため、
新川流域水害対策計画を
変更しました。
　縦覧は、役場2階7番窓口
建設課で行っています。計
画の内容については、新川
流域総合治水ホームペー
ジでもご覧いただけます。
　問合せ　建設課土木・農
政係　Ԡ28・0380

▼

新川流域水害対策計画を
変更しました

12/14

12/6
　
国
際
障
害
者
デ
ῴ
で
あ
る
十
二
月
三
日
か

ら
障
害
者
の
日
の
十
二
月
九
日
ま
で
は
障
害

者
週
間
で
す
Ί

　
こ
の
機
会
に
Ὶ
障
が
い
に
つ
い
て
考
え
て

く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
２

　

�

障
害
者
週
間
で
す

12/3〜9



　
町
長
が
住
民
の
方
々
か
ら
直
接
Ὶ

町
政
に
関
し
て
ご
意
見
を
聴
く
機
会

で
す
Ί

　
一
組
に
つ
き
Ὶ
三
十
分
の
時
間
で
Ὶ

町
長
と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
十
二
月
二
十
二
日 
月
 

午
前
九
時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
役
場

三
階
　
会
議
室
五
▼
対
　
象
　
町
内

に
在
住
・
在
勤
の
個
人
ま
た
は
五
人

ま
で
の
団
体
▼
募
集
数
　
五
組
 
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
Ὶ
結
果
は

郵
送
に
て
連
絡
し
ま
す
 
▼
締
切
り

十
二
月
五
日 
金
 ▼
申
込
み
・
問
合

せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係
　

Ԡ
28
・
０
９
１
３

﹁
町
長
と
の
対
話
﹂を

行
い
ま
す

相
　
　
　
　
　
　
　
談

(※) については予約が必要です

●よろず相談
と　き　12月10日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階　会議室3
相談員　行政相談委員
　　　　人権擁護委員
問合せ　総務課総務・防災係　☎28・6003
　　　　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●消費生活相談
と　き　12月10日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階　会議室3
相談員　消費生活相談員

問合せ　都市計画課地域振興係 ☎28・2463

●いのちの相談
「いのちの電話」（通話無料）
と　き　毎月10日　
　　　　午前8時〜翌日の8時まで
　　　　☎0120・738・556

「名古屋いのちの電話」（通話有料）
と　き　24時間いつでも
　　　　☎052・931・4343
問合せ　福祉課福祉・少子係  ☎28・0912

●子育て相談
と　き　月曜日〜金曜日（祝日除く）
　　　　午前10時〜午後3時
ところ　各保育園
相談員　町保育士
問合せ　豊山保育園　☎28・2888
　　　　冨士保育園　☎28・3459
　　　　青山保育園　☎28・3562

●母子家庭自立支援・就業相談
と　き　12月9日(火)
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県母子自立支援員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●女性相談
と　き　12月18日（木）
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県女性相談員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●家庭児童相談
と　き　12月19日（金）
　　　　午前10時〜午後3時
ところ　保健センター2階　研修室
相談員　愛知県家庭相談員
問合せ　保健センター　☎28・3150

(※)

●教育相談
と　き　月曜日〜金曜日(祝日除く)
　　　　午前9時〜午後4時
　　　　 ☎0120・28・7867
ところ　新栄学習等供用施設
相談員　豊山町教育相談員
問合せ　学校教育課学校教育係 
　　　　☎28・2211

ナヤムナ

●心配ごと相談
と　き　12月16日（火）
　　　　午後1時30分〜午後3時
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
相談員　民生児童委員
問合せ　社会福祉協議会　☎29・0002

●身体障がい者等相談
と　き　12月9日（火）
　　　　午前10時〜午前11時30分
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
　　　　☎39・0776（電話相談可）
相談員　身体障害者相談員
問合せ　福祉課福祉･少子係　☎28・0912
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介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

ど
う
変
わ
る
？

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

ど
う
変
わ
る
？

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

第1回

  

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
介
護
保
険
制
度
の

大
幅
な
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。
改
正
内
容

は
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る
利
用
者
の
自

己
負
担
引
き
上
げ
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

へ
の
新
規
入
居
を
原
則
要
介
護
三
以
上
に
限

定
、
要
支
援
者
の
通
所
・
訪
問
介
護
の
見
直

し
な
ど
で
す
。
ま
た
、
来
年
度
か
ら
は
、
新

た
な
介
護
保
険
料
額
を
設
定
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
や
介
護
保
険
料

の
改
定
な
ど
が
、
町
民
の
方
々
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
与
え
る
の
か
、
今
月
号
か
ら
平
成

二
十
七
年
四
月
号
ま
で
五
回
に
渡
り
、
介
護

保
険
制
度
に
関
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
﹁
本
町
の
介
護
保
険
財
政
に

つ
い
て
﹂
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
暮
ら
し
続

け
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
十
二
年
度
に
創

設
さ
れ
た
制
度
で
す
。

　
制
度
開
始
か
ら
十
年
以
上
が
経
過
し
、
高

齢
者
な
ど
を
社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し

て
、
広
く
社
会
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
本
町
の
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
約

十
二
・
三
％
の
方
が
、
要
介
護
・
要
支
援
認

定
を
受
け
て
お
り
、
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
認
定
者
の
増
加
に
伴
い
、
年
々
介
護
給
付

費
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
額
の
一

割
を
自
己
負
担
し
ま
す
。
残

り
の
九
割
は
、
介
護
給
付
費

と
し
て
四
十
歳
以
上
の
方
か

ら
い
た
だ
く
介
護
保
険
料
と

国
・
県
・
市
町
村
の
負
担
金

で
賄
わ
れ
ま
す
。

　
平
成
二
十
五
年
度
の
本
町

に
お
け
る
介
護
給
付
費
は
、

約
六
億
九
千
九
百
万
円
で
、

十
年
前
と
比
較
す
る
と
、
約

二
・
二
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
給
付
費
の
増
大
に
よ
り
、

本
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
係
　
☎

28
・
０
１
０
０
　

区　分 平成21年度

319

496,982,230

平成22年度

330

545,602,588

平成23年度

367

604,285,512

平成24年度

369

673,268,606

平成25年度

404

690,443,565

要介護認定者（人）

介護給付費（円）
※要介護認定者数は各年度4月1日現在

要介護認定者数と介護給付費の推移



人事行政の運営状況を公表します人事行政の運営状況を公表します
　平成25年度の町職員の給与、採用や勤務条件などの内容について、豊山町人事行政の運

営等の状況の公表に関する条例に基づき公表します。

なお、同様の内容を町のホームページにて公表しています。

(1)�人件費の状況（平成25年度決算）

(2)�職員給与費の状況（平成25年度予算）

(3)�ラスパイレス指数の状況（平成25年4月1日現在） (4)�職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）

(5)�職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 歳出額Ａ 人件費Ｂ
うち職員給与費

人件費率
（Ｂ／Ａ）

普通会計

普通会計

5,287,661 千円 980,308 千円 634,776 千円 18.5  ％

2.�職員の給与の状況

(1)�平成25年度における職員の任免の状況

1.�職員の任免及び職員数に関する状況

備考１　人件費には、特別職に支給される給料、報酬を含みます。
　　２　職員給与費には、町長、副町長に支給される給与は含みません。

備考１　給与費の職員手当とは、扶養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、特殊勤務手当、時間外勤務手当、管理職員特別勤 
　　　　務手当、休日勤務手当、管理職手当の合計額であり、退職手当は含みません。
　　２　職員数は、一般職（教育長を除く。）の予算定数です。

備考　採用試験に合格し、学校卒業後直ちに採用され
 　　  た者の初任給です。

備考１　経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している年数です。
　　２　一般行政職の大学卒の経験年数30年並びに高校卒の経験年数10年、20年、25年及び30年の該当者はありません。

備考１　ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額
　　　　を同一の基準で比較するため、国の職員数（構成）を用いて、学
　　　　歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）
　　　　適用職員の俸給月額を100として計算した指数です。 
　　２　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラ
　　　　スパイレス指数を単純平均したものです。
　　３　参考値は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定・臨時特例
　　　　法による給与減額措置がないとした場合の値です。

区　分

区　分

職員数A
給　　与　　費 1人当たり

給与費(B/A)給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計 B

114人 432,279 千円 70,422 千円 153,550 千円 656,251 千円 5,757 千円

豊山町 類似団体平均 全国町村平均

指　数
106.3 102.5 103.2

（参考値）98.2 （参考値）94.7 （参考値）95.4

区　　　　分

区　　　　分

初  任  給

一   般
行政職

一般行政職

大 学 卒 172,200  円

高 校 卒

大 学 卒

高 校 卒

140,100  円

技　能
労務職

125,400  円

中 学 卒

高 校 卒

経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年

367,900 円258,200 円 389,975 円

経験年数30年

− − − −

−

−

○平成25年度における豊山町人事行政の運営等の状況について

採　　用 退　　職

10人 9人

(2)�職員数（平成25年4月1日現在）

区　分 一般行政部門 教育部門 公営企業等会計部門 計

職員数 100人 15人 16 人 131人

備考１　職員数は、一般職に属する職員（教育長を含む。）であり、地方公務員の身分を保有する休職者、 
　　　　派遣職員などを含み、再任用職員、臨時又は非常勤職員を除いています。
　　２　部門の区分は、平成25年度定員管理調査に基づく区分です。

広報とよやま平成26年12月号
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(8)�主な職員手当の状況（平成25年4月1日現在）

(7)�代表的な職種の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一般行政職 318,536 円 370,146 円 41.8 歳

技能労務職 322,863 円 349,243 円 49.3 歳

備考　平均給与月額は、平成25年４月分の給料及び職員手当（期末・勤勉手当を除く。）の合計を平成25年４月の職員数で除したものです。

備考１　豊山町職員の給与に関する条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

(6)�一般行政職の級別職員数等の状況（平成25年4月1日現在）

区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級

標準的な
職務内容

・主事
・相当高度
　な主事

・主任
・主査
・相当高度
　な主任

・課長補佐
・係長

・課長
・出先機関の長
・相当高度な
　課長補佐

・部長
・参事

職員数 16 人 8 人 5 人 18 人 16 人 13人 4 人

構成比 20.0 ％ 10.0 ％ 6.3 ％ 22.5 ％ 20.0 ％ 16.2 ％ 5.0 ％

１号給の
給料月額 135,600 円 185,800 円 222,900 円 261,900 円 289,200 円 320,600 円 366,200 円

243,700 円 307,800 円 354,700 円 388,300 円 403,200 円 422,600 円 456,200 円

期末・勤勉
手　　　当

期　末 勤　勉

６月期
1.225月分

（0.65月分）
0.675月分

（0.325月分）

12月期 1.375月分
（0.80月分）

0.675月分
（0.325月分）

計
2.60月分

（1.45月分）
1.35月分

（0.65月分）

職制上の段階、職務の等級による加算措置　有
※主査・相当高度な主任　5％、係長　10％
　課長補佐　12％、課長　15％、部長　20％

備考　（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

備考　退職手当の１人当たり平均支給額は、平成25年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。

定年・勧奨自己都合等

3,503 千円1人平均支給額 23,021 千円
退職手当

備考　平均支給年額は、平成25年度決算額（普通会計）を平成25年４月の職員数（管理職手当受給職員、派遣職
　　　員を除く。） で除したものです。

時 間 外
勤務手当

平成25年度決算額 職員1人当たり平均支給年額

13,438 千円 146,065 円

備考　平均支給年額は、平成25年度決算額（普通会計）を平成25年４月の職員数で除したものです。

地域手当

支給対象地域 全 地 域

支　給　率 3 ％

職員1人当たり平均支給年額 113,939 円

広報とよやま平成26年12月号
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3.�職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

(1)�勤務時間の状況（変則勤務職場等を除く一般的な職場におけるもの）

(2)�主な休暇の種類

正規の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

7時間45分 午前8時30分 午後5時15分 正午〜午後1時

区　分 付　　与　　日　　数

年次有給休暇 １年につき20日

選挙権等行使 必要と認められる期間

必要と認められる期間証 人 等 出 頭

必要と認められる期間骨 髄 提 供

１年につき５日以内の期間ボランティア

連続５日以内の期間結　　　　婚

必要と認められる期間災害等出勤困難

必要と認められる期間退勤途上危険回避

(9)�特別職の報酬等の状況（平成25年4月1日現在）

区　　分 給料月額等 期末手当

給  料
町　長 829,000 円

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分
計 2.95月分

副町長 685,000 円

報  酬

議　長 377,000 円

副議長 302,000 円

議　員 282,000 円

区　分 内　容

扶養手当

配偶者　13,000円
その他　１人につき6,500円
　　　　ただし、配偶者がいない場合の１人目は11,000円
　　　　（満16歳年度初めから満22歳年度末までの子１人につき5,000円加算）

住居手当

借家・借間居住者　・家賃　23,000円以下の場合
　　　　　　　　　　　家賃−12,000円
　　　　　　　　　・家賃　23,000円を超える場合
　　　　　　　　　　　　(家賃−23,000円)×1/2＋11,000円（最高 月27,000円）

通勤手当
交通機関等利用者　55,000円を限度とし、運賃相当額の範囲内で支給
交通用具利用者　　通勤距離に応じ、最高24,500円

※役職による加算
　　　45％

広報とよやま平成26年12月号
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出産予定日までの８週間（多胎妊娠の場合は14週間）以内産　　　　前

出産日の翌日から８週間を経過する日までの期間産　　　　後

１年につき５日（２人以上の場合は10日）以内の期間

１年につき５日（２人以上の場合は10日）以内の期間

子 の 看 護

１日２回それぞれ30分以内の期間育 児 時 間

２日以内の期間妻の出産補助

親族の区分により１〜７日以内の連続する期間忌　　　　引

１日以内の期間父 母 の 祭 日

７月から９月までの連続する５日以内の期間夏 季 休 暇

７日以内の期間住 居 滅 失 等

妊娠中通勤緩和 １日60分以内の期間

妊娠中保健指導等 妊娠週数に応じて必要な期間

短 期 介 護



(2)�職員の懲戒処分の状況

区　　分 免職 停職 減給 戒告 計

法・服務等違反関係

職務上義務違反関係

一 般 非 行 関 係

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

6.�職員の服務の状況

7.�職員の研修及び勤務成績の評定の状況

　地方公務員法に定められた職員としての義務を周知徹底するため、新規採用職員研修、一般職員前期
研修等において、服務制度に係る研修を実施しました。
　また、随時、通知文書により服務規律の徹底を図っています。

(1)�研修の状況

研修区分 主な研修名等

一 般 研 修
【西春日井地区職員研修協議会】
  新規採用職員研修（前期）（後期）、一般職員前期研修、一般職員後期研修、新任係長研修、
  現任係長研修、職場コミュニケーション研修
【愛知県市町村振興協会研修センター】��課長研修、課長補佐研修

新規採用職員研修、人事評価研修（第一次評価者対象）（第二次評価者対象）、職場コミュニケーション研修、
接遇・マナー講座、内部講師による職員研修（法制執務）（地方財政制度）、バリューアップ研修

専 門 研 修

町単独研修

4.�職員の休業に関する状況

5.�職員の分限及び懲戒処分の状況

(1)�職員の分限処分の状況

ア　休職の状況

理　由
心身の故障のため、長
期の休養を要する場合

刑事事件に関し
起訴された場合

その他 計

対象者数 0 人 0 人 0 人 0 人

イ　職員の意に反する降任・免職の状況

理由

処分内容

勤務実績が
良くない場合

心身の故障のた
め、職務遂行に
支障がある場合

職に必要な適
格性を欠く場合

廃職又は過員
を生じた場合

計

降　任

免　職

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

0 人 0 人 0 人 0 人 0 人

備考　平成26年７月１日施行のため平成25年度取得者はいませ
　　　ん。

(1)�配偶者同行休業取得者数

区　分 男　性 女　性

配偶者同行休業取得者数 0 人 0人

備考　休業期間が平成25年度に存する者の合計です。

(2)�育児休業等取得者数

区　分 男　性 女　性

育児休業取得者数

部分休業取得者数

0 人

0 人

5 人

0 人

育児短時間勤務取得者数 0 人 0 人

広報とよやま平成26年12月号
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【市町村アカデミー（ＪＡＭＰ）】
  政策企画、住民税課税事務、市町村税徴収事務、環境問題に関する政策法務、高齢者福 
   祉と介護保険、地域の防災対策
【国際文化アカデミー（ＪＩＡＭ）】女性リーダーのためのマネジメント研修
【愛知県市町村振興協会研修センター】
  地方自治法研修、法制執務研修（初級）、議会対応能力向上研修、広報研修、地方税研修 （土
   地）（民税）、民法研修（家族法）、クレーム対応研修、プレゼンテーション研修、コーチング
   研修、ファシリテーション研修、折衝力・交渉力向上研修、ディベート研修、問題解決能
   力向上研修、アサーティブ・コミュニケーション研修、採用面接研修、内部講師サポート
   研修（地方公務員法）、ＪＳＴ基本コース指導者養成研修
【その他】
   行政管理講座（日本経営協会）、市町村ゼミナール（地域問題研究所）



9.�平成25年度における勤務条件に関する措置要求、不利益処分に対する不服申立ての状況

25年度当初
継続件数

25年度中
申立件数

25年度中
処理件数

25年度末
継続件数

勤務条件に関する措置の要求

不利益処分に関する不服申し立て

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

0 件

(3)�安全衛生管理体制

ア　安全衛生管理体制の概要

(4)�職員の災害補償

ア　公務災害認定件数

イ　健康診断等

　職員の安全の確保、健康の保持増進などの諸施策を効率的に推進するため、豊山町職員安全衛
生管理規程の定めるところにより、総括安全衛生管理者（副町長）を組織の長とする安全衛生管
理体制を整備しています。
   また、安全衛生委員会を設置し、職員の安全衛生についての基本的対策に関する調査審議をし
ています。

ウ　健康相談
　職員の健康の保持増進を図るため、産業医により、健診結果に基づく、一般疾病の予防・治療
対策についての相談会を実施しています。

区　　　　　分 一般定期健康診断 人間ドック

受　診　者　数 202 人 68 人

特定健康診査

77 人

負　　　　　傷 疾　　　　　病

計自   己
職   務
遂行中

出張中 その他 計 職業病 計

1 件 0 件 0 件 1 件 0 件 0 件 0 件 0 件 1 件

イ　通勤災害認定件数

出勤途上 退勤途上 計

0 件 0 件 0 件

8.�職員の福祉及び利益の保護の状況

(1)�共済組合負担金（平成25年度決算）

(2)�職員互助会負担金

（地方公務員等共済組合法（昭和37年法律第152号）に基づく地方公務員共済組合等に対する地方公共団体の負担金）

区　分 金　　　額 1 人当たりの負担額

普通会計 157,197 千円 1,366,930 円

備考　1 人当たりの負担額は、平成 25 年度  
　　　決算額（普通会計）を平成 25 年４月  
　　　の職員数で除したものです。

平成 25 年度予算額 平成 25 年決算額

508 千円 508 千円

会員数（平成 25 年４月１日現在）

136 人

区　　　　　分

備考　これらの事務については、愛知県公平委員会に委託しています。
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(2)�勤務成績の評定 平成 25 年度より本格実施

公務上の
負傷に起
因する疾
病

その他公
務起因性
の明らか
な疾病

目 　 　 的

【管理職】
　職員自らが設定した目標の達成度及び職務上の能力発揮度を適正に評価し、主体的な
　職務の遂行及び能力開発の促進を目的とする。
【課長補佐以下】
　組織の目標を踏まえ、職員自らが設定した目標の達成度及び職務上発揮した能力を適
　正に評価し、主体的な職務の遂行及び能力の開発を目的とする。

制度の概要

　目標達成度の評価及び職務上求められる行動に係る能力発揮度の評価の２つに区
分し、人事評価シートを用いて行う。
　評価は、第１次評価者及び第２次評価者が行い、面談・指導・助言を経て評価し、
全体評価の評語（５段階）を決定する。

基  準  日

【目標達成度】
  平成26年１月１日（平成26年３月31日までの見込みも含む）
【能力発揮度】��
  平成25年10月１日

評 定 期 間 平成25年4月1日〜平成26年3月31日

対  象  者 行政職給料表（一）の適用を受ける職員（育児休業取得者、休職者を除く。） 
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平
成
二
十
七
年
度
か
ら
自
動
車
税
の

重
課
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す

福
祉
の
杜
の
集
い
を

開
催
し
ま
す

防
火
管
理
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

　
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、
排
出
ガ
ス

や
燃
費
の
性
能
が
優
れ
た
車
は
税
率
を

軽
減
す
る
一
方
、
新
車
登
録
か
ら
一
定

年
数
を
経
過
し
た
車
︵
低
公
害
車
な
ど

を
除
く
︶
は
税
率
を
高
く
す
る
措
置
が

採
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
重
課
割
合
が
平
成
二
十
七
年
度

か
ら
概
ね
十
五
％
︵
現
行
概
ね
十
％
︶

に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
︵
た
だ
し
、
一

部
の
バ
ス
と
ト
ラ
ッ
ク
は
据
え
置
き
︶。

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
名
古
屋
北
部
県
税

事
務
所
　
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ
　
☎
０

５
２
・
５
３
１
・
６
３
０
５
︵
ダ
イ
ヤ

ル
イ
ン
︶

　
福
祉
の
杜
で
は
、
障
害
者
週
間
に
あ

わ
せ
て
、
啓
発
事
業
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
十
二
月
十
三
日
︵
土
︶
午

後
一
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
▼
と
こ
ろ

尾
張
中
部
福
祉
の
杜
▼
内
　
容
　
施
設

見
学
、
利
用
者
の
作
品
展
示
販
売
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
上
映
﹁
星
の
国
か
ら
孫
ふ
た
り
〜

﹁
自
閉
症
﹂
児
の
贈
り
物
〜
﹂
▼
定
　

員
　
三
十
名
▼
参
加
費
　
無
料
▼
申
込

み
・
問
合
せ
　
尾
張
中
部
福
祉
の
杜
︵
平

川
・
中
村
・
丸
山
︶
　
☎
22
・
１
１
２

３

　
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
県
営

名
古
屋
空
港
の
駐
車
場
料
金
が
改
定
さ

れ
ま
す
。

○
現
行
料
金
　
一
時
間
に
つ
き
百
円
、

　
入
場
か
ら
二
十
四
時
間
ご
と
に
上
限

　
八
百
円
。
コ
ミ
ュ
ー
タ
ー
旅
客
は
百

　
二
十
時
間
無
料

○
改
定
料
金

・
入
場
か
ら
一
時
間
ま
で
無
料

・
一
時
間
に
つ
き
百
円
、
入
場
か
ら
二

　
十
四
時
間
ご
と
に
上
限
千
円
。
コ
ミ

　
ュ
ー
タ
ー
旅
客
は
二
十
四
時
間
ま
で

　
上
限
千
円
、
四
十
八
時
間
ま
で
上
限

　
千
五
百
円
、
三
百
三
十
六
時
間
ま
で

　
上
限
二
千
円

・
混
雑
期
︵
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

　
お
盆
、
年
末
年
始
︶
は
、
一
時
間
に

　
つ
き
二
百
円
、
入
場
か
ら
二
十
四
時

　
間
ご
と
に
上
限
二
千
円
。
コ
ミ
ュ
ー

　
タ
ー
旅
客
は
二
十
四
時
間
ま
で
上
限

　
二
千
円
、
四
十
八
時
間
ま
で
上
限
二

　
千
五
百
円
、
三
百
三
十
六
時
間
ま
で

　
上
限
三
千
円

▼
問
合
せ
　
愛
知
県
地
域
振
興
部
航
空

対
策
課
　
☎
0
5
2
・
9
5
4
・
6
1

3
1
︵
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
︶

国や県などの情

報をまとめてお

知らせします。

　
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
を
開
催

し
ま
す
。
次
の
施
設
を
管
理
す
る
方
は
、

甲
種
防
火
管
理
者
を
定
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
は
講
習
を
受

講
し
て
く
だ
さ
い
。

○
遊
技
場
、
飲
食
店
、
店
舗
、
ホ
テ
ル
、

　
病
院
な
ど
、
不
特
定
の
人
が
出
入
し
、

　
収
容
人
員
が
三
十
人
以
上
、
か
つ
延

　
べ
面
積
が
三
百
　
上
の
施
設

○
共
同
住
宅
、
工
場
、
倉
庫
、
事
務
所

　
な
ど
、
特
定
の
人
が
出
入
し
、
収
容

　
人
員
が
五
十
人
以
上
、
か
つ
延
べ
面

　
積
が
五
百
　
以
上
の
施
設

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
老
人
短
期

　
入
所
施
設
な
ど
、
自
力
避
難
の
困
難

　
な
人
が
利
用
し
、
就
寝
を
伴
う
施
設

　
ま
た
は
こ
れ
ら
を
含
む
建
物
で
、
収

　
容
人
員
が
十
人
以
上
の
施
設

▼
と
　
き
　
平
成
二
十
七
年
二
月
四
日

︵
水
︶・
五
日
︵
木
︶
の
二
日
間
、
午
前
九

時
〜
午
後
四
時
三
十
分
▼
と
こ
ろ
　
北

名
古
屋
市
文
化
勤
労
会
館
・
小
ホ
ー
ル

︵
北
名
古
屋
市
法
成
寺
蔵
化
六
十
番
地
︶

▼
定
　
員
　
六
十
名
▼
対
　
象
　
豊
山

町
、
北
名
古
屋
市
、
清
須
市
に
在
住
ま

た
は
在
勤
の
方
▼
申
込
期
間
　
平
成
二

十
七
年
一
月
十
九
日(

月)

〜
一
月
三
十

日
︵
金
︶︵
土
日
を
除
く
︶
▼
受
付
時
間

午
前
八
時
三
十
分
〜
午
後
四
時
三
十
分

︵
正
午
〜
午
後
一
時
を
除
く
︶
※
た
だ

し
、
先
着
順
に
受
付
し
、
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
▼
申
込
場
所
　
西

春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予
防

課
▼
申
込
み
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、

写
真
二
枚
︵
申
込
前
六
か
月
以
内
に
撮

影
し
た
無
帽
・
無
背
景
タ
テ
三
cm
×
ヨ

コ
二
・
四
cm
サ
イ
ズ
の
も
の
︶。ス
ピ
ー

ド
写
真
、
写
真
出
力
用
紙
︵
厚
手
︶
に

印
刷
し
た
デ
ジ
タ
ル
写
真
も
可
。
写
真

の
コ
ピ
ー
、
普
通
紙
に
印
刷
し
た
写
真

は
不
可
▼
テ
キ
ス
ト
　
図
説
防
火
管
理

等
︵
講
習
初
日
の
二
月
四
日
に
三
千
三

百
十
円
で
斡
旋
し
ま
す
︶
▼
問
合
せ
　

西
春
日
井
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部
予

防
課
　
☎
22
・
４
９
２
４

　商工会主催の「とよやま朝市」、今月の

開催日をお知らせします。

　と　き　12月14日（日）　午前9時〜正午

頃（小雨決行）　ところ　イベント広場　

問合せ　豊山町商工会　☎28・3800　　29・

1183

「とよやま朝市」情報「とよやま朝市」情報

▼ ▼

▼
12/14

県
営
名
古
屋
空
港
の
駐
車
場
料
金
が
変
わ
り
ま
す

12/13

2/4・5

重課対象自動車の種類と新車新規登録の時期 税　率

ガソリン車・ＬＰＧ車
（新車新規登録から
13年を超えるもの）

ディーゼル車
（新車新規登録から
  11年を超えるもの）

平成13年
3月末日まで

の登録

平成26年度概ね10％
平成27年度以降概ね
15％

平成27年度以降概ね
15％

平成26年度概ね10％
平成27年度以降概ね
15％

平成27年度以降概ね
15％

平成14年
3月末日まで

の登録

平成15年
3月末日まで

の登録

平成16年
3月末日まで

の登録

不動産無料相談

　と　き　12月18日（木）午後1時〜午

後4時　ところ　北名古屋市社会福祉協

議会本所1階相談室　相談内容　不動産

に関する取引と悩みごと　秘密は厳守

します　問合せ　公益社団法人愛知県

宅地建物取引業協会　西尾張支部　☎

0586・81・3344　　0586・81・3354

▼

▼

▼

▼



　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。
福
祉
、
経
済
、

歴
史
や
文
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
十
五
歳
以
上
の
方
な
ら
だ
れ
で
も
選

科
履
修
生
と
し
て
一
科
目
か
ら
学
べ
ま

す
。

　
ま
た
、
十
八
歳
以
上
の
大
学
入
学
資

格
を
お
持
ち
の
方
は
全
科
履
修
生
と
し

て
入
学
で
き
、
四
年
以
上
在
学
し
て
百

二
十
四
単
位
以
上
を
修
得
し
て
卒
業
す

る
と
学
士
︵
教
養
︶
の
学
位
を
取
得
で

き
ま
す
。

▼
出
願
期
間
　
十
二
月
一
日︵
月
︶〜
平

成
二
十
七
年
三
月
二
十
日︵
金
︶必
着
▼

問
合
せ
　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ

ー
　
☎
０
５
２
・
８
３
１
・
１
７
７
１

☎
０
１
２
０
・
８
６
４
・
６
０
０
︵
資

料
請
求
専
用
︶

　
名
古
屋
西
税
務
署
で
は
、
平
成
二
十

七
年
三
月
下
旬
ま
で
本
館
整
備
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
西
税
務
署
　
☎
０

５
２
・
５
２
１
・
８
２
５
１
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家
庭
教
師
の
長
期
間
・

高
額
な
契
約
は
慎
重
に

放
送
大
学
が
四
月
生
を

募
集
し
ま
す

労
働
保
険︵
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
︶

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い

本
館
整
備
工
事
を

実
施
し
て
い
ま
す

　
交
通
量
が
増
加
す
る
十
二
月
は
、

事
故
が
多
発
す
る
時
期
で
す
。
安
全

に
関
す
る
県
民
運
動
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
て
、

豊
山
町
内
で
啓
発
活
動
や
特
別
警
戒
を

実
施
し
ま
す
。

︻
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
県
民
運
動
︼

▼
期
　
間
　
十
二
月
一
日
︵
月
︶
〜
十

二
月
二
十
日
︵
土
︶
▼
町
の
取
組
　
十

二
月
一
日
︵
月
︶
午
後
七
時
か
ら
防
犯

協
会
・
自
主
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る
町

内
パ
ト
ロ
ー
ル

︻
交
通
安
全
県
民
運
動
︼

▼
期
　
間
　
十
二
月
一
日
︵
月
︶
〜
十

二
月
十
日
︵
水
︶
▼
町
の
取
組
　
十
二

月
三
日
︵
水
︶
午
後
三
時
か
ら
ア
ピ
タ

名
古
屋
空
港
店
で
交
通
安
全
協
会
に
よ

る
啓
発
活
動
▼
問
合
せ
　
愛
知
県
県
民

生
活
部
地
域
安
全
課
　
☎
0
5
2
・
9

5
4
・
6
1
7
6
　
豊
山
町
経
済
建
設

部
建
設
課
　
☎
28
・
０
９
１
６

名古屋空港だより【12月号】

『一足先に華やかクリスマス�flamenco�live！』

と　き：12月12日（金）

　　　　午後5時〜

出　演：吉岡洵�率いる

　　　　「�Paso�a�Paso�」

『クリスマス�JAZZ�LIVE！』

と　き：12月25日（木）

　　　　午後5時〜

出　演：名古屋芸術大学

　　　　「�RH�Band�」

★Heart-full�smile�ミニライブ★

『書道展』

と　き：12月26日（金）〜�1月3日（土）

出　演：春日井商業高等学校「書道部」

★Heart-full�smile�ミニギャラリー★

○イベント参加は全て無料・会場はターミナルビル1階です。　

　問合せ：名古屋空港ビルディングֲ　☎28-5633

なごぴょん

【お知らせ】

　今月下旬まで第一駐車場閉鎖のため、駐車スペースが大幅に減少し

ています。ご迷惑をおかけし申し訳ありません。空港へお越しの際は、

公共交通機関のご利用などをお願いいたします

年
末
の
県
民
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
家
庭
教
師
の
契
約
で
は
、
﹁
受
験
対

策
は
お
早
め
に
﹂
と
勧
め
ら
れ
必
要
以

上
に
長
い
期
間
の
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た

り
、
﹁
学
習
指
導
に
必
要
﹂
と
説
明
さ

れ
高
額
な
教
材
を
セ
ッ
ト
購
入
さ
せ
ら

れ
る
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　
指
導
内
容
や
教
材
の
関
連
性
な
ど
を

必
ず
書
面
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
契
約
時
に
は
、
指
導
方
法
や
教
材

が
子
ど
も
に
適
し
て
い
る
か
、
長
期
間

継
続
で
き
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

一
度
に
長
期
間
の
契
約
を
し
た
り
、
大

量
の
教
材
を
購
入
す
る
こ
と
は
や
め
て

く
だ
さ
い
。

　
万
一
困
っ
た
ら
、
早
め
に
県
民
生
活

プ
ラ
ザ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
中
央
県
民
生
活
プ
ラ
ザ
　

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
　
☎
０

５
２
・
９
６
２
・
０
９
９
９

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
の
方
々
が
不

慮
の
業
務
上
災
害
・
通
勤
災
害
を
被
っ

た
場
合
や
失
業
し
た
場
合
、
高
齢
者
で

賃
金
が
低
下
し
た
状
態
で
継
続
し
て
働

い
て
い
る
場
合
な
ど
に
給
付
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
事
業
主
の

方
々
に
も
各
種
助
成
金
の
対
象
と
な
る

制
度
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
労
働
保
険
の
諸
手
続
に
つ

い
て
は
、
労
働
保
険
事
務
組
合
や
社
会

保
険
労
務
士
を
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
、
加
入
し
て
い
な
い
事
業

主
の
み
な
さ
ん
は
、
今
す
ぐ
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
名
古
屋
中
公
共
職
業
安

定
所
　
雇
用
保
険
適
用
課
適
用
係
　

☎
０
５
２
・
５
８
２
・
８
１
７
１

０
５
２
・
５
８
６
・
４
１
０
１

▼

　今年も残すところわずかとなりました。

今月下旬には立体駐車場も完成予定です。

今年最後の月も賑やかで華やかな催しを開

催します。ぜひお立ち寄りください。
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キ ッ ズ レ ポ ー ト

学  素  人

　スポーツを通して、友達の大切さに気付
いた女の子たち。地域の歴史について学ぶ
喜びを知った女性。
　今回は生涯学習講座の「ニュースポーツ
教室・フェスティバル」と「郷土の歴史を
巡る」に参加された方の声を紹介します。

野
球
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
合
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
☎
28
・
0
3
9
6

郷
土
の
歴
史
を
巡
る水

野
あ
き
み
さ　
ん

友
達
と
家
族
と
み
ん
な
で

楽
し
く
あ
そ
ぼ
う
！

小
寺
そ
ら
　
　
・
小
瀧
花
愛
さ　
ん

さ　
ん

水
野
太
陽
さ　
ん

　
月
一
回
の
五

回
シ
リ
ー
ズ
で

﹁
名
古
屋
城
と

そ
の
周
辺
﹂
を

受
講
し
ま
し
た
。

錆
つ
い
た
頭
に

油
を
注
ぎ
な
が

ら
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
学
芸
員
の

加
藤
武
先
生
の
話
に
引
き
込
ま
れ
て
い
き
ま
し

た
。
前
半
は
名
古
屋
城
の
金
の
鯱
に
ま
つ
わ
る

話
。
藩
の
力
に
よ
る
産
業
の
発
展
︵
物
づ
く
り

愛
知
の
根
底
︶
な
ど
幅
広
い
方
向
か
ら
学
び
ま

し
た
。

　
特
に
三
回
目
の
﹁
豊
山
の
昔
を
見
る
﹂
で
は
、

社
教
セ
ン
タ
ー
二
階
に
あ
る
資
料
室
で
大
き
な

古
地
図
を
見
せ
て
頂
き
、
思
わ
ず
実
家
の
位
置

を
探
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
小
中
学
校
に
通
っ

た
道
に
各
市
町
村
に
一
つ
し
か
な
い
石
柱
の
道

路
元
標
が
あ
っ
た
事
を
知
り
、
豊
山
町
に
生
ま

れ
育
っ
た
私
で
す
が
、
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い

事
ば
か
り
で
が
っ
か
り
し
ま
し
た
。
ど
こ
に
有

る
か
っ
て
？
探
し
て
み
る
の
も
楽
し
い
で
す
よ
。

　
後
半
は
座
学
を
し
て
か
ら
の
犬
山
城
見
学
で

し
た
の
で
、
い
つ
も
よ
り
一
段
と
立
派
な
国
宝

犬
山
城
に
見
え
ま
し
た
。
ま
た
、
関
ヶ
原
合
戦

後
の
城
主
小
笠
原
吉
次
が
、
八
所
神
社
の
土
地

争
い
︵
織
田
×
豊
臣
×
徳
川
︶
の
時
、
仲
裁
に

入
り
、
ま
る
く
お
さ
め
た
人
物
で
あ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
何
歳
に
な
っ
て
も
知
ら
な
い
事
が
分
か
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
ね
。
郷
土
資
料
室
の
見
学
も

お
勧
め
で
す
。
加
藤
先
生
、
今
回
は
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
た
ち
は
、
九

月
十
三
日︵
土
︶に

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

の
練
習
会
に
行
き

ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
あ
そ
び
を
や

っ
た
の
で
す
が
、

私
た
ち
が
お
す
す

め
す
る
の
は
、
ラ

ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
で

す
。ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
は
、ゴ
ム
の
玉
が
両
は
じ
に

つ
い
て
い
る
ひ
も
を
、た
な
の
ほ
ね
組
の
よ
う
な

所
に
な
げ
て
ま
き
つ
け
る
ゲ
ー
ム
で
す
。私
た
ち

は
ス
ポ
少
の
友
達
と
二
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
対
決

し
ま
し
た
。五
回
ほ
ど
対
決
し
て
、勝
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
り
負
け
て
く
や
し
か
っ
た
り
、い
ろ
ん
な

感
情
が
出
て
き
て
と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

そ
の
あ
と
も
い
ろ
い
ろ
な
あ
そ
び
を
し
て
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
私
た
ち
は
、練
習
会
に
行
っ
て
あ
る
事
に
気
が

付
き
ま
し
た
。そ
れ
は
、友
達
の
大
切
さ
で
す
。ふ

だ
ん
の
学
校
生
活
で
も
友
達
が
い
な
け
れ
ば
な
に

も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。で
す
が
、友
達
が
い
れ
ば

と
て
も
楽
し
く
生
活
で
き
ま
す
。練
習
会
の
時
も

ス
ポ
少
の
友
達
が
い
た
か
ら
こ
そ
、い
ろ
ん
な
感

情
が
出
て
き
て
楽
し
く
遊
べ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　
少
し
宣
伝
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、皆
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。も
ち
ろ
ん

友
達
だ
け
で
な
く
家
族
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。人
数
が

ふ
え
る
ほ
ど
家
族
や
友
達
の
大
切
さ
が
分
か
る
と

思
い
ま
す
よ
。

　
ぼ
く
は
、
幼
い
頃
か
ら
、
祖
父
や

父
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
本
格
的
に
野

球
を
始
め
た
の
は
、
五
才
の
頃
か
ら
で
、

豊
山
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
入
っ
た
の
は
、

小
学
一
年
生
か
ら
で
す
。

　
基
本
の
練
習
の
指
導
で
は
優
し
か

っ
た
チ
ー
フ
方
も
、
だ
ん
だ
ん
き
び

し
く
な
り
練
習
が
つ
ら
く
て
行
き
た

く
な
い
時
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な

時
で
も
、
一
緒
に
プ
レ
イ
を
し
て
い
る
仲
間

た
ち
に
は
げ
ま
さ
れ
、
み
ん
な
で
大
声
を
出

し
な
が
ら
頑
張
っ
て
練
習
を
し
ま
し
た
。

　
今
ま
で
数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
の
試
合
で

戦
っ
て
き
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
試
合
で
も
勝

っ
た
時
は
す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
特

に
こ
の
夏
休
み
に
行
な
わ
れ
た﹁
中
日
少
年
野

球
大
会
﹂﹁
ろ
う
き
ん
杯
﹂で
は
、
強
い
チ
ー
ム

に
勝
ち
、
県
ベ
ス
ト
十
六
位
ま
で
勝
ち
進
み

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
強
い
チ
ー
ム
に
な
っ
た

の
は
、
ぼ
く
た
ち
に
優
し
く
、
時
に
は
き
び

し
く
指
導
を
し
て
く
れ
た
チ
ー
フ
の
方
た
ち
、

そ
し
て
チ
ー
ム
全
員
の
保
護
者
の
熱
心
な
支

え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
夏
に
は
、
二
泊
三
日
の
キ
ャ
ン
プ
に
行
っ

た
り
年
二
回
の
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
の
奉
仕
活
動

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
心
や
身
体
を
き
た
え

る
こ
と
が
で
き
、
人
間
と
し
て
も
成
長
で
き

る
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ぼ
く
は
毎
週
休
ま
ず
に
練

習
を
が
ん
ば
っ
て
続
け
て
き
た
の
で
、
チ
ー

ム
の
団
結
力
も
強
く
な
り
、
大
切
な
仲
間
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
先
も
野
球
を
続
け
て
、

も
っ
と
も
っ
と

上
手
に
な
り
た

い
と
思
う
し
、

精
神
的
な
強
さ

も
身
に
つ
け
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。



　
昔
は
小
学
唱
歌
な
ど
で
、﹃
村

の
鎮
守
の
神
様
の
今
日
は
め

で
た
い
お
祭
り
日
﹄
と
歌
わ
れ

て
い
た
よ
う
に
、
秋
に
行
わ

れ
る
鎮
守
様
の
お
祭
り
は
農

村
に
お
け
る
年
中
行
事
の
中

で
も
最
大
の
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。

　
豊
場
の
近
郷
近
在
で
も
十

月
の
初
旬
か
ら
中
旬
に
か
け

て
各
地
で
氏
神
様
の
お
祭
り

が
日
替
わ
り
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

﹁
今
日
は
近
く
で
お
祭
り
だ
か

ら
見
に
行
こ
う
﹂、﹁
今
日
は
親
戚
の
お
祭
り

に
呼
ば
れ
て
い
る
﹂
と
い
っ
た
よ
う
に
、
こ

の
時
期
に
な
る
と
子
ど
も
達
に
と
っ
て
は
、

毎
日
が
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
る
実
に
楽
し

い
時
期
で
し
た
。

　
豊
場
の
氏
神
様
で
あ
る
八
所
神
社
の
秋
の

祭
り
は
十
月
九
日
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当

日
は
ど
こ
の
家
で
も
朝
早
く
か
ら
ご
馳
走
の

準
備
を
し
、
大
勢
の
親
類
縁
者
を
呼
ん
で
秋

祭
り
を
楽
し
ん
だ
も
の
で
す
。

　
当
時
は
八
所
神
社
の
大
鳥
居
が
名
栗
町
字

鳥
居
前
、
岡
島
製
菓
店
前
の
道
路
に
そ
び
え

立
っ
て
お
り
、
八
所
神
社
の
入
り
口
か
ら
こ

の
大
鳥
居
に
至
る
道
の
両
側
に
は
露
天
の
店

が
た
く
さ
ん
並
び
、
祭

り
の
雰
囲
気
を
い
っ
そ

う
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

現
在
で
は
実
施
さ
れ
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
当

時
は
献
馬
と
い
っ
て
裸
馬
を
馬
道
具
で
飾
り

立
て
、
お
宮
に
奉
納
し
た
も
の
で
す
。

　
午
後
の
人
手
の
一
番
多
い
時
期
に
こ
の
馬

達
の
飾
り
を
全
部
取
り
払
い
、
町
内
の
し
る

し
が
付
い
た
手
ぬ
ぐ
い
を
取
り
付
け
た
竹
ざ

お
一
本
だ
け
を
鞍
の
上
に
残
し
て
大
鳥
居
の

と
こ
ろ
か
ら
裸
馬
で
走
ら
せ
る
こ
と
が
恒
例

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
鳥
居
の
と
こ
ろ
で
二
、
三
回
ぐ
る
ぐ
る

と
ま
わ
さ
れ
、
お
尻
を
思
い
切
り
叩
か
れ
、

手
綱
を
外
さ
れ
た
馬
は
恐
怖
心
か
ら
ど
こ
か

へ
早
く
逃
げ
よ
う
と
思
い
切
り
走
り
出
し
ま

す
。
道
路
の
両
側
で
見
物
し
て
い
る
大
勢
の

観
衆
が
ワ
ー
ワ
ー
言
っ
て
は
や
し
立
て
ま
す
。

そ
の
様
子
は
実
に
壮
観
で
祭
り
の
盛
り
上
が

り
は
最
高
潮
で
し
た
。

　
今
は
昔
の
物
語
で
す
。

︵
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
の
郷
土
文
集
を
参

考
に
し
ま
し
た
︶
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第
百
七
十
三
話

航
空
教
室

村
祭
り
　

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　
豊
山
小
学
校

　
子
ど
も
た
ち
に
は
、将
来
、社
会
的
・
職
業
的

に
自
立
し
、社
会
の
中
で
自
分
の
役
割
を
果
た

し
な
が
ら
、自
分
ら
し
い
生
き
方
を
実
現
す
る

た
め
の
力
が
今
、求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
一
環
と
し
て
、

十
月
二
十
二
日︵
水
︶、四
年
生
を
対
象
に
航
空

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
今
年
度
初
め

て
の
取
組
で
す
。フ
ジ
ド
リ
ー
ム
エ
ア
ラ
イ
ン

ズ︵
Ｆ
Ｄ
Ａ
︶か
ら
機
長
さ
ん
、フ
ラ
イ
ト
ア
テ

ン
ダ
ン
ト
さ
ん
、部
長
さ
ん
た
ち
に
お
越
し
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
始
め
に
機
長
さ
ん
か
ら
、こ
れ
ま
で
の
経
歴

や
豊
山
町
在
住
で
あ
る
こ
と
を
お
聞
き
し
ま

し
た
。海
外
で
の
多
く
の
飛
行
経
験
に
子
ど
も

た
ち
も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　
次
に
、営
業
の
方
か
ら
、航
空
会
社
に
は
、パ

イ
ロ
ッ
ト
や
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
だ
け

で
な
く
、
飛
行
機
を
整
備
し
た
り
、
空
港
の
カ

ウ
ン
タ
ー
で
受
付
を
し
た
り
す
る
人
な
ど
、様
々

な
仕
事
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
飛
行
機
の
長
さ
や
重
さ
な
ど
に

つ
い
て
も
ク
イ
ズ
形
式
で
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。県
営
名
古
屋
空
港
か
ら
は
、全
国
七
か

所
に
就
航
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
フ
ラ
イ
ト
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
さ
ん
か
ら
は
、保

安
要
員
と
し
て
機
内
を
安
全
で
快
適
に
す
る

こ
と
が
一
番
の
仕
事
で
あ
り
、飛
行
機
か
ら
見

え
る
景
色
は
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
い

う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。搭
乗
す
る
と
き
以
外

に
は
訓
練
を
行
っ
て
い
て
、
専
門
知
識
の
向

上
に
努
め
て
い
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
豊
山
町
出
身
と
い
う
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
も
、非
常
に
親
近
感
を
持
ち
ま
し

た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
方
の
お
話
か
ら
、責
任
や
自
分

の
仕
事
に
対
す
る
誇
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
一
時
間
の
短
い
時
間
で
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
は
、
働
く
こ
と
の
大
切
さ
と
、
職

業
へ
の
憧
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思

い
ま
す
。﹁
飛
行
機
は
な
ぜ
速
く
飛
べ
る
ん
で

す
か
﹂﹁
酸
素
マ
ス
ク
が
降
り
る
の
は
ど
ん
な

と
き
で
す
か
﹂﹁
ど
こ
の
国
の
言
葉
を
話
せ
ま

す
か
﹂
な
ど
、
多
く
の
質
問
が
子
ど
も
た
ち
か

ら
出
ま
し
た
。そ
の
都
度
丁
寧
に
お
答
え
い
た

だ
き
、子
ど
も
た
ち
も
納
得
の
様
子
で
し
た
。

　
将
来
へ
の

夢
や
希
望
が

も
て
る
よ
う
に
、

航
空
宇
宙
産

業
に
力
を
入

れ
る
豊
山
町

な
ら
で
は
の

地
の
利
を
生

か
し
つ
つ
、今

後
も
キ
ャ
リ

ア
教
育
の
充

実
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。



個別接種 指定医療機関で予約してく
ださい。


指定医療機関
・杉山医院
・N.キッズレディースクリニック
・とよ山内科クリニック
・わかばファミリークリニック
・まき小児科
・いしぐろクリニック　
および北名古屋市、清須市の指定医療機関
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内　容 と　き 対　象 備　考

母子手帳交付
(妊婦健康相談)

毎週月曜日(29日を除く)
午前8時30分〜正午

妊婦 妊娠届出書をご持参ください。ご都合
の悪い方は事前にご連絡ください。　

保健センター
地域包括支援センター

母
子
保
健 3か月児健診 12月16日（火）

午後0時30分〜午後1時受付
平成26年8月の出生者 母子手帳と送付したアンケートをご

持参ください。

10か月児健診 平成26年2月生まれの方
　午後0時30分〜午後0時45分受付
平成26年3月生まれの方
　午後0時45分〜午後1時受付

平成26年2月〜平成26年3月
の出生者

母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

1歳6か月児健診 平成25年5月〜平成25年6月
の出生者

子ども健康相談 12月12日（金）、19日 (金)
午前9時30分〜午前11時受付

乳幼児と保護者
 事前に保健センターに予約してくだ
さい。

赤ちゃん広場 12月4日（木)
午前10時〜午前11時30分

「知っておきたい子どもの症状
の見分け方〜医師：野崎千佳〜」
場所：保健センター

12月17日(水)　
午前10時〜午前11時

「ひまわりで遊ぼう・絵本で
遊ぼう」
場所：ひまわり

生後4か月から1歳までの乳
児と母親（誕生月まで参加
できます）

〜低栄養を予防してください〜

指定医療機関で予約してく
ださい。

生後1歳未満の乳児（標準的な
接種時期：生後5か月〜8か月）

指定医療機関
・Ｎ.キッズレディースクリニック
・わかばファミリークリニック　

BCG 

事前に保健センターに予約してくだ
さい。

ニューファミリー
教室

12月13日（土）
午前9時45分〜午前10時受付
午前10時〜正午

妊婦とその夫 母子手帳をご持参ください。
事前に保健センターに予約してくだ
さい。

「土曜日パパママ講座」

　低栄養とは、食事の全体量が減ることなどから、たんぱ

く質やエネルギーが不足しがちになる状態です。低栄養が

続くことで、介護が必要な状態や病気にかかりやすくなり

ます。

　低栄養を予防し、元気に生活していくためには、バラン

スよく食事をすることが大切です。

　具体的には、①肉、②魚介類、③油脂、④卵、⑤海草、

⑥牛乳・乳製品、⑦大豆(製品)、⑧緑黄色野菜、⑨いも、

⑩果物食品群をバランスよく食べることです。特に高齢者

はコレステロールやエネルギーを気にして、肉や乳製品、

油脂が不足気味になります。まずはこれらの食品群を食

べることを意識してみてください。

　また、食べることは、単に栄養を摂ることだけが目的

ではありません。食べる楽しみを持つことで、身体や頭

を使ったり、人と交流する機会が自然と増えていきます。

それにより心身の老化を防ぎ、生活の質を向上させるこ

とにもつながります。

　元気な生活を続けていくためにも、毎日の食事をバラ

ンスよく食べているか一度見直してください。　

　問合せ　地域包括支援センター　☎28・0932

▲

(ヒブワクチン・小児用肺
炎球菌ワクチン・三種混
合ワクチン、四種混合ワ
クチン、不活化ポリオワ
クチン、二種混合ワクチ
ン、麻疹･風疹ワクチン、
日本脳炎ワクチン、水痘
ワクチン)

ヒブ・小児用肺炎球菌　生後2か
月〜4歳
三種混合・四種混合・不活化ポリオ
生後3か月〜7歳6か月未満児
二種混合　小学校6年生　　　
麻疹･風疹混合　生後12か月〜24
か月未満児、年長児
日本脳炎 （1期）満3歳〜7歳6か月
未満児 (2期）9歳〜13歳未満の方
平成7年4月2日〜平成19年4月1
日に生まれた方で未接種の方
水痘　1歳〜3歳未満児（2回接
種）経過措置対象者3歳〜5歳未
満児（1回接種）　

12月9日(火）

平成25年5月生まれの方
　午後0時30分〜午後0時45分受付　
平成25年6月生まれの方
　午後0時45分〜午後1時受付

12月11日(木）

※平成26年10月1日より水
　痘ワクチンの定期接種が
　開始されました。
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成
人
保
健

健康ほっとサロン
(老人健康相談)　

12月9日(火)
午後2時〜午後3時

12月17日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

60歳以上の方

総合福祉センターひまわりで行います。

認知症介護者の
つどい

12月18日(木)
午後1時30分〜午後3時

初期の認知症の方を介護して
いる家族

事前に地域包括支援センターに予約して
ください。
  

【接種方法】指定医療機関に予約をして接種
してください。
   

接種は期間中に1回のみです。事前に指定医療
機関に予約をし、接種してください。予診票は
指定医療機関、保健センターで配布します。

総合福祉センターしいの木で行います。
老
人
保
健

子宮がん検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関で検診を受けて
ください。※30〜40歳の方はＨＰＶ（ヒトパピローマウ
イルス）検査も同時に無料で受けることができます。　
【検診料】頚部1,300円　体部800円
【指定医療機関】小林産婦人科、師勝産婦人科、N.キッズ
レディースクリニック※Ｎ.キッズレディースクリニッ
クは12月6日（土）の午前10時〜午前11時30分のみの実
施です。（予約必要）

保険証・印鑑を持参し、指定医療機
関で検診を受けてください。　　
【検診料】大腸がん検診300円、肺が
ん検診(胸部Ｘ線) 無料、前立腺がん
検診400円
【指定医療機関】杉山医院、とよ山内科
クリニック、わかばファミリークリニッ
ク、Ｎ．キッズレディースクリニック

20歳以上の女性※体部検査
は医師が必要と認めた方の
み

平成27年3月31日（火）まで

平成27年3月31日（火）まで

大腸がん検診

肺がん検診
(胸部Ｘ線)  

前立腺がん検診

骨粗しょう症検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関
で検診を受けてください（予約不要）。
【検診料】400円
【指定医療機関】Ｎ．キッズレディースクリニック

30歳以上の女性

ト
ピ
ッ
ク
ス

お
酒
と
上
手
に

付
き
合
っ
て
く
だ
さ
い

※対象年齢は平成26年4月1日現在の年齢です。70歳以上の方は検診料が無料です。　
※町障害者医療受給者、住民税非課税の方は検診料が無料です。対象の方で個別検診を受ける場合は事前に保健センターにお越しください。
   

(◎)検診　　　

内　容 と　き 対　象 備　考

40歳以上の方

40歳以上の方


50歳以上の男性


12月26日（金）まで

　
年
末
年
始
は
忘
年
会
や
、
お
正
月
な
ど
飲
酒
の
機

会
が
増
え
て
く
る
時
期
で
す
。

　
適
量
の
飲
酒
は
、
人
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
た
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
す
る
な
ど
良
い
面

も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
過
度
の
飲
酒
は
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
や
肝
機
能
障
害
な
ど
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　
本
町
で
も
、
成
人
の
約
三
人
に
一
人
が
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
を
高
め
る
量
の
飲
酒
を
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
な
人
の
場
合
、
肝
臓
に
負
担
の
か
か
ら
な
い

ア
ル
コ
ー
ル
の
量
は
男
性
は
一
日
に
二
十
グ
ラ
ム
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
の
場
合
、
中
ビ
ン
一
本
、

ワ
イ
ン
の
場
合
グ
ラ
ス
二
杯
が
目
安
で
す
。
ま
た
、

女
性
は
男
性
に
比
べ
て
肝
臓
が
小
さ
い
た
め
、
少
な

い
飲
酒
量
で
も
臓
器
障
害
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
女
性
の
ア
ル
コ
ー
ル
量
の
目
安
は
一
日

十
グ
ラ
ム
程
度
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
分
解
機
能
に
は
個
人
差
が
あ
る
た

め
、
お
酒
は
体
質
に
よ
り
﹁
飲
め
る
人
﹂
と
﹁
飲
め

な
い
人
﹂
が
い
ま
す
。
自
分
の
体
質
を
知
り
、
適
正

量
を
意
識
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
肝
臓
は
二
日
休
め
る
こ
と
で
回
復
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
た
め
、
週
に
二
日
休
肝
日
を
設
け
る

こ
と
も
有
効
で
す
。

風しん予防接種 【指定医療機関】杉山医院・N.キッズレディースクリ
ニック・とよ山内科クリニック・わかばファミリー
クリニック及び北名古屋市、清須市の指定医療機関

妊娠を予定または希望して
いる女性とその夫

指定医療機関で予約してく
ださい。

個別検診（◎）

高齢者肺炎球菌
予防接種

高齢者インフル
エンザ予防接種

平成27年3月31日（火）まで

平成27年1月30日（金）まで

平成26年3月末に64歳、69歳、74歳、79歳、
84歳、89歳、94歳、99歳、100歳以上の方
※既に肺炎球菌ワクチンを受けたこと
がある方は対象外です。※対象の方に
は9月末に予診票を送付しています。

満65歳以上の方、満60歳〜64歳までで身
体障害者手帳1級をお持ちの方か、それ
に準ずる方（自己負担金額1,000円）

「健康の道」
ウォーキング体験

集合場所　保健センター
※当日は動きやすい服装、運動靴でお
越しください。※水分補給の準備をし
てお越しください。
   

住民の方12月10日(水)
集合時間：午前9時15分
豊場ぐるっとチャレンジコー
ス（約6.2km）

こころの健康相談 12月3日（水）
午前10時〜正午

事前に保健センターに予約してくださ
い。

住民の方

女性のための
健康セミナー

12月9日（火）
午前10時〜午前11時30分

事前に申込みをされた方

成人健康相談 12月24日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

保健センターに直接お越しください。住民の方

「女性のためのメンタルヘルスケア」
講師：中京大学　臨床心理相談室
　　　臨床心理士　吉田　恵
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みんなの広場

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の

申
込
み
を
募
集
し
ま
す

豊
山
シ
ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

大
会
結
果

　
第
七
十
七
回
大
会
が
、
藤
原
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
に
て
十
月
九
日
︵
木
︶
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
二
十
三
名
で
し
た
。
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
︵
数
字
は
ス
コ
ア
、
カ
ッ
コ
内

は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
︶
。

　
優
　
勝
　
寺
町
喜
久
雄
　
68
︵
20)

　

　
準
優
勝
　
井
上
博
司
　
　
69
︵
17)

　

　
三
　
位
　
河
村
正
典
　
　
70
︵
10
︶

　
Ｂ
・
Ｂ
　
小
塚
　
薫
　
　
82
︵
20)

　
Ｂ
　
Ｇ
　
河
村
正
典
　
　
80
︵
39
・
41)

▼
問
合
せ
　
シ
ニ
ア
・
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
事
務

局︵
（株）

東
友
︶白
鳥
雅
英
　
☎
28
・
３
４
４
７

ゆめっ子のおはなし会
と　き　12月20日(土）

　　　　午後1時30分〜

ところ　社会教育センター

　　　　幼児遊戯室

対　象　小学校低学年、幼児　　

問合せ　社会教育センター　

　　　　図書室　☎28・5449

ど
ろ
ん
こ
教
室
優
秀
作
品
が

決
定
し
ま
し
た

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
結
果

　
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
で
は
、

急
に
体
調
が
悪
く
な
っ
て
、
１
１
９
番
通
報

を
し
て
も
、
駆
け
付
け
た
救
急
隊
に
持
病
や

か
か
り
つ
け
病
院
を
伝
え
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
事
態
を
防
止
す
る
た
め
、
今
年

度
も
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
会
員
を
対

象
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布

を
行
い
ま
す
。
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は
、

救
急
医
療
情
報
用
紙
、
保
管
ケ
ー
ス
、
保
管

場
所
を
示
す
シ
ー
ル
な
ど
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

た
救
命
用
品
で
す
。

　
緊
急
時
に
必
要
な
高
齢
者
本
人
の
、
か
か

り
つ
け
病
院
、
持
病
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の

情
報
を
、
キ
ッ
ト
を
使
用
し
て
、
常
時
自
宅

に
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、
迅
速
な
救
命
活

動
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

キ
ッ
ト
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、
こ
の

他
に
も
ス
ポ
ー
ツ
サ
ー
ク
ル
活
動
や
社
会
奉

仕
活
動
な
ど
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
町
内
在
住
の
六
十
歳
以
上
の
方
で
あ

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す

の
で
、
こ
の
機
会
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

▼
申
込
方
法
　
各
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
が

配
布
す
る
申
込
書
に
記
入
の
上
、
各
地
域
老

人
ク
ラ
ブ
会
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
限
　
平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
三

日︵
金
︶

▼
問
合
せ
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
︵
福

祉
課
高
齢
者
・
介
護
係
︶
☎
28
・
０
１
０
０

　
十
一
月
八
日︵
土
︶、九
日︵
日
︶に
行
わ
れ
た

豊
山
町
文
化
展
に
て
、ど
ろ
ん
こ
教
室
で
作
成

さ
れ
た
作
品
の
優
秀
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

岡
島
伊
吹
　
﹁
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
野
菜
﹂

柴
田
大
洋
　
﹁
き
の
こ
﹂

徳
永
真
夕
　
﹁
妖
精
﹂

山
方
遼
真
　
﹁
魔
法
の
ラ
ン
プ
﹂

安
藤
祥
子
　
﹁
ひ
つ
じ
の
お
や
こ
﹂

丹
羽
陽
菜
乃
﹁
ゆ
か
い
な
お
弁
当
﹂

市
原
聖
菜
　
﹁
仲
良
し
ニ
ャ
ン
コ
﹂

安
藤
暖
菜
　
﹁
か
わ
い
い
く
ま
﹂

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
子
ど
も
会
連
絡
協
議
会

︵
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
︶　
☎
28
・
０
３

９
６

　
九
月
二
十
一
日
︵
日
︶
、
愛
知
ス
ポ
レ
ク
２

０
１
４
東
尾
張
地

区
実
行
委
員
会
主

催
に
よ
る
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
半
田

グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ
ル

に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

東
尾
張
地
区
の

六
市
町
か
ら
二
十

四
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。
豊
山
町
ボ
ウ

リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
か
ら
四
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

Ｂ
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝
　
豊
山
町
Ｂ
チ
ー
ム

井
上
百
合
子
、
山
田
ま
ち
子
、
岡
島
千
衣
子

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会
　
☎
28
・
２

２
１
２

そ
の
他

♥

図書室休館のお知らせ

　年末年始は、12月29日（月）

から1月3日（土）まで、休館

となります。

　また、1月4日（日）は資料

整理、5日（月）は休館日の

ためお休みします。1月6日

（火）から平常どおり利用で

きます。

　問合せ　社会教育センタ

ー図書室　☎28・5449

▼



わいわいプラザ19

社会教育センター図書室 ☎28-5449

青
山
克
己
 

選

豊
山
俳
句
ク
ラ
ブ

水
野
笑
子
 

選

豊
山
歌
壇

編
集
後
記

編
集
後
記

ヒ
ド
・
フ
ァ
ン
・
ヘ
ネ
ヒ
テ
ン
　
作 

︵
フ
レ
ー
ベ
ル
館
︶ 

　
旅
の
と
ち
ゅ
う
で
帽
子
を
な
く
し
た
雪

だ
る
ま
の
ク
ル
。
ス
ノ
ー
ぼ
う
や
は
自
分

の
大
切
な
帽
子
を
貸
し
て
あ
げ
ま
し
た
。

だ
け
ど
、
な
か
な
か
返
し
て
も
ら
え
な
く

て
⋯
。
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う
こ
と
の
喜

び
を
教
え
て
く
れ
る
絵
本
。

ぼ
く
の
た
い
せ
つ
な
ぼ
う
し

　

 
 
 
 
 
 

田
村
多
喜
子

秋
立
つ
や
空
ど
こ
ま
で
も
が
ら
ん
だ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
木
須
磨
子

億
と
い
ふ
コ
ス
モ
ス
の
中
に
ゐ
る
私

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

井

昭

子

風
そ
し
て
ひ
か
り
と
億
の
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

島

　

齋

ひ
も
す
が
ら
吹
か
れ
て
を
り
し
秋
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
浦
み
ど
り

い
っ
せ
い
に
刈
田
と
な
り
て
風
の
く
る

小

塚

美

枝

天
界
の
花
と
な
り
た
る
曼
珠
沙
華

柴

田

満

枝

朝
ま
だ
き
う
つ
ら
う
つ
ら
と
父
母
の
夢

会
話
は
途
中
で
消
え
て
口
惜
し
き

鈴

木

久

子

奥
入
瀬
は
森
の
女
神
が
ゐ
る
如
く

ブ
ナ
の
林
は
生
命
あ
ふ
る
る鈴

木

弘

香

あ
の
虫
が
大
き
な
蝶
に
変
身
す

神
秘
の
一
瞬
虫
か
ご
の
中

水

野

勝

代

逝
き
急
ぐ
黄
泉
へ
の
路
は
混
雑
か

盆
前
の
姉
の
死
が
気
掛
り
と

水

野

恵

子

手
の
甲
に
皺
と
変
形
せ
し
指
に

刻
み
込
ま
れ
し
我
の
年
輪

山

田

　

米

戦
時
下
を
思
ひ
出
だ
さ
す
言
葉
な
り

新
大
関
の
大
和
魂

渡
辺
ト
ヨ
子

ふ
る
さ
と
の
山
や
小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に

風
情
あ
る
景
い
つ
の
世
ま
で
も

中

澤

芳

子

打
ち
か
か
る
飛
沫
を
あ
び
て
島
め
ぐ
る

い
つ
し
か
海
霧
消
え
て
眩
し
き

村

上

一

枝

ほ
ど
ほ
ど
の
水
と
光
の
有
り
難
み

年
毎
に
知
る
自
然
の
力

林

　

た

よ

妹
か
ら
送
り
来
し
饅
頭
は
甘
き
物

我
が
口
に
合
は
ず
冷
蔵
庫
に
あ
り
ぬ

石
黒
貴
代
子

黄
葉
し
て
一
灯
と
な
る
谷
の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉

本

衿

子

衿
替
え
の
秋
を
迎
ふ
る
美
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
坪

井

径

子

秋
澄
み
て
色
な
き
風
の
通
る
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

藤

春

一

峠
道
柿
ま
た
柿
の
つ
づ
ら
折
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青
山
と
も
子

満
月
に
己
自
身
を
写
し
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
ゆ
り
子

こ
れ
か
ら
の
こ
と
余
生
か
な
鰯
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
青

山

克

己

な
ほ
深
く
か
か
は
る
秋
の
草
を
刈
る

﹁
電
車
で
席
を
譲
っ
て
断
ら
れ
た
経

験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
ぜ
断
っ
た

の
か
、
そ
の
理
由
を
聞
い
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
﹂
▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
手
話
ニ
ュ

ー
ス
で
も
活
躍
し
て
い
る
手
話
通
訳

士
・
中
野
佐
世
子
さ
ん
の
講
演
を
聴

い
た
。
中
で
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、﹁
水
は
低
き
に
流
れ
る
﹂
と
い

う
一
言
。
人
は
常
に
意
識
を
持
っ
て

い
な
い
と
安
き
に
流
れ
て
し
ま
う
と

言
う
意
味
だ
。想
像
力
を
養
う
こ
と
、

正
し
い
知
識
を
持
つ
こ
と
の
大
切
さ

を
学
ん
だ
▼
例
え
ば
、
炎
天
下
で
長

い
列
に
並
ん
で
い
る
と
き
、
車
い
す

の
人
が
優
先
的
に
入
場
し
た
ら
ど
う

思
う
か
。
幼
い
子
ど
も
も
並
ん
で
い

る
の
に
う
ら
や
ま
し
い
と
思
う
か
も

し
れ
な
い
。車
い
す
の
人
の
中
に
は
、

自
律
神
経
を
損
傷
し
た
人
も
い
る
。

自
律
神
経
を
損
傷
す
る
と
、
汗
を
か

け
な
く
な
り
、
長
時
間
炎
天
下
に
い

る
こ
と
は
生
命
に
か
か
わ
る
▼
ホ
テ

ル
の
最
上
階
に
あ
る
夜
景
が
自
慢
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
、
目
の
見
え
な
い
客

が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
あ
な
た
が
店

員
な
ら
、窓
際
の
席
を
お
勧
め
す
る
か
。

正
解
は
、
必
ず
ど
の
席
が
よ
い
か
尋

ね
て
聞
い
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。講
師
が
聞
い
た
何
人
か
の
方
々

は
、口
を
そ
ろ
え
て
、﹁
窓
際
の
席
﹂を

望
ん
だ
そ
う
だ
。そ
し
て
、何
が
ど
の

よ
う
に
見
え
る
か
少
し
で
も
話
し
て

ほ
し
い
と
い
う
の
が
思
い
だ
▼
一
度

座
る
と
、
自
力
で
は
立
て
な
く
な
っ

て
し
ま
う
人
も
い
る
。
そ
ん
な
人
の

中
に
は
、電
車
に
乗
る
と
、席
を
譲
ら

れ
た
と
き
に
断
る
の
が
つ
ら
い
た
め
、

声
を
か
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
ド
ア
の

近
く
で
じ
っ
と
う
つ
む
い
て
立
っ
て

い
る
人
も
い
る
そ
う
だ
▼
十
二
月
三

日
か
ら
九
日
は
障
害
者
週
間
で
あ
る
。

安
易
に
決
め
つ
け
ず
、想
像
す
る
こ
と
、

そ
し
て
聞
く
こ
と
。
意
識
の
持
ち
方

を
少
し
変
え
る
こ
と
が
、
お
互
い
に

住
み
や
す
い
社
会
に
つ
な
が
る
。

広報とよやま平成26年12月号

　﹁
常
識
﹂
が
反
転
す
る
、
ロ
ボ
ッ
ト

社
会
へ
の
展
望
と
は
？
政
治
、
経
済
、

教
育
、
医
療
、
労
働
⋯
。
人
工
知
能

学
の
権
威
が
率
直
な
疑
問
に
対
談
形

式
で
答
え
な
が
ら
、
人
工
知
能
の
最

前
線
や
将
来
性
、
面
白
さ
な
ど
を
語
る
。

松
尾
豊
・
塩
野
誠 

著

(

Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ)

東
大
准
教
授
に
教
わ
る
﹁
人
工
知
能
っ
て

そ
ん
な
こ
と
ま
で
で
き
る
ん
で
す
か
？
﹂

児
童
書

も
み
じ

（3〜5歳向け）

図書貸出冊数を増やします
　12月2日（火）より、貸出冊数を次のとおり変

更します。

　ご家庭での読書活動には、本町図書室をぜひ

ご活用ください。

　問合せ　社会教育センター図書室　☎28・

5449

▼

品　目

図書・雑誌

紙芝居

VHS・DVD

CD

カセットテープ

貸出点数

新

12点

5点

1点

1点

2点

各種あわせて
12点まで

各種あわせて
12点まで

旧

6点

2点

1点

1点

2点
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名 称

年 末 年 始 の 休 業 期 間

期 間

役場 12/27〜1/4

保健センター 12/27〜1/4

社会教育センター 12/29〜1/3

社会教育センター図書室 12/29〜1/5

総合福祉センターしいの木 12/27〜1/4

名 称 期 間

各児童センター・児童館 12/28〜1/4

航空館boon

とよやまタウンバス（あおい交通） 12/29〜1/3

尾張東部聖苑 1/1

12/29〜1/3

各学習等供用施設 12/29〜1/3

総合福祉センター北館さざんか 12/29〜1/3

総合福祉センター南館ひまわり 12/29〜1/3

日 月 火 水 木 金 土

※ごみ収集「①可燃ごみ」は第1地区可燃ごみ収集日の意味です。以下同じです。 ※リサイクルステーション開設日時：毎週金・土・日曜日、午前8時30分〜午後5時

「広報とよやま」平成26年12月号 通巻第553号

「広報とよやま」は再生紙を使用しています。

http://www.town.toyoyama.lg.jp/発行・豊山町 編集・総務部総務課 〒480-0292愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字新栄260番地    （0568）28-0913

町の人口（11月1日現在）総人口：15,118人（−11人）・男性：7,774人（−6人）・女性：7,344人（−5人）・世帯数：6,099戸（＋12戸）

歯※　　印：休日救急外科病院の診療時間：午前10時〜午後5時（年末年始も診療）、　　印：休日歯科診療の受付時間：午前9時30分〜午前11時30分（年末年始も診療）外

東部休日急病診療所（診療科目・内科・小児科）
北名古屋市九之坪白山39 
救急医療情報センター
東消防署
西枇杷島警察署

0568-23-0122
0568-81-1133
0568-22-2511
052-501-0110

��町への問合せ先
　TEL　0568-28-0001（代表）　
　FAX　0568-28-2870　
　　　　(会計課、住民課、福祉課、税務課、建設課)
　　　　0568-29-3151
　　　　(建設課、都市計画課)
　　　　0568-29-1177
　　　　(総務課、学校教育課、生涯学習課)
　　　　0568-29-3152
　　　　(議会事務局)

①資源分別収集日

赤ちゃん広場
健康ほっとサロン

（しいの木）
②不燃ごみ

認知症介護者のつどい
①不燃ごみ

①可燃ごみ

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 ごとう歯科
　（清須市）
　 052-400-8603

外

歯

子ども健康相談
家庭児童相談
②可燃ごみ

1歳6か月児健診
①資源分別収集日

ニューファミリー教室
①可燃ごみ

ウォーキング体験
②資源分別収集日

子ども健康相談
②可燃ごみ

成人健康相談
納期限・口座振替日
  介護保険料第7期分
  後期高齢者医療保険料普通徴収第6期分
  国民健康保険税普通徴収第7期分
  固定資産税・都市計画税第3期分
  保育料12月分
②資源分別収集日

1 2

15 16

22 23

8 9 10

17

24

14

21

28

7 11

18

25

4

13

20

27

6

12

19

26

53

外

歯

　 西春整形外科
　（北名古屋市）
　 0568-21-5521
　 石田歯科
　（清須市）
　 052-401-8088
紙資源分別収集日

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 西春歯科
　（北名古屋市）
　 0568-23-9511

外

歯

①可燃ごみ

29
　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 フカオ歯科医院
　（清須市）
　 052-400-8762
ごみ収集休業

　 師勝整形外科
　（北名古屋市）
　 0568-23-4181
　 水野歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-23-2345
ごみ収集休業

　 きとう医院
　（清須市）
　 052-400-7211
　 寺町歯科医院
　（豊山町）
　 0568-28-2818
ごみ収集休業

30 31 1/1

3か月児健診
①可燃ごみ

②可燃ごみ

　 安田クリニック
　（北名古屋市）
　 0568-26-2020
　 水谷歯科医院
　（清須市）
　 052-501-1390

外

歯

　 ゆたかクリニック
　（清須市）
　 052-408-0171
　 深見歯科医院
　（清須市）
　 052-409-2877
ごみ収集休業

10か月児健診
健康ほっとサロン

（ひまわり）
①可燃ごみ

11/30

母子手帳交付
②可燃ごみ

天皇誕生日

元日

母子手帳交付
②可燃ごみ

　 ゆたかクリニック
　（清須市）
　 052-408-0171
　 はやし歯科
　（清須市）
　 052-409-8888
①可燃ごみ

　 遠藤外科整形外科
　（清須市）
　 052-502-8841
　 菱川歯科
　（北名古屋市）
　 0568-23-9795

外

歯

32

母子手帳交付
納期限・口座振替日
  介護保険料第6期分
  後期高齢者医療保険料普通徴収第5期分
  国民健康保険税普通徴収第6期分
  国民年金保険料10月分
  保育料11月分
②可燃ごみ

こころの健康相談
②不燃ごみ

赤ちゃん広場
①不燃ごみ

がん検診結果説明会
②可燃ごみ

①可燃ごみ①可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

　 みえき歯科
　（北名古屋市）
　 0568-25-8020
②可燃ごみ

歯

旧22号

新川
大橋

ふたついり駅

名鉄

三菱重工

J R

キリンビール

清須市役所
新
川

びわじま駅

東部休日急病診療所

済衆館
病院

に
し
は
る
駅

県道春日井稲沢線

北名古屋
市役所東庁舎

大
山
川

R４
1

北名古屋
市役所
西庁舎

東消防署

片場

と
く
し
げ
・

な
ご
や
げ
い
だ
い
駅

名
鉄

遠藤外科
整形外科

きとう医院

　 新居外科
　（北名古屋市）
　 0568-23-2200
　 水野歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-23-2345
①可燃ごみ

外

歯

外

歯

外

歯

外

歯

外

歯

外

歯

新居外科

師勝
整形外科

安田
クリニック

ゆたか
クリニック

春日新橋

春日新橋西

五
条
川

春日
工業所

西春
整形外科
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